
























1.はじめに 

前厚生省川崎病研究班(班長:草川三次)が行った 3 群治療(Aspirin 群、Flubiprofen 群、

Prcdonisolone+Dipyridamole 群)を用いた prospective な治療効果についての研究は、本

症の治療方法の確立および今後、他の薬剤による治療効果を判定する上に大変に意義のあ

る研究である。そこで本研究班(班長:川崎富作)でもこの研究を引き継ぎ3群治療症例のフ

ォローアップと多数例の臨床資料を分析、検討を昨年度より行っている。今年度はこの 3

群治療症例について冠動脈病変のフォローアップスタディの 2年目の成績と臨床症状・検

査成績について昭和46 年度厚生省「小児 MCLS研究班」の成績と比較検討したので報告す

る。 


